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は じ め に  

 
平 成 25年 8月 に 特 別 警 報 の 運 用 を 開 始 し て か ら 1年 以 上 が 経 過 し

た 。平 成 26年 を 振 り 返 る と 、7月 に は 台 風 第 ８ 号 に よ り 沖 縄 地 方 で 、

８ 月 に は 台 風 第 11号 に よ り 三 重 県 で 、９ 月 に は 動 き の 遅 い 低 気 圧 に

よ り 北 海 道 で 、 そ れ ぞ れ 特 別 警 報 を 発 表 し た 。 広 島 市 で は 8 月 20

日 に 集 中 豪 雨 に よ る 大 規 模 な 土 砂 災 害 が 発 生 し 、 多 く の 方 が 犠 牲 と

な ら れ た 。 気 象 庁 は 7月 末 か ら 8月 に か け て 各 地 で 発 生 し た 大 雨 を

「 平 成 26年 8月 豪 雨 」と 命 名 し た と こ ろ で あ る 。ま た 、2月 に は 少

雪 地 で あ る 関 東 甲 信 地 方 で 記 録 的 な 大 雪 と な り 、 大 規 模 な 交 通 障 害

や 集 落 の 孤 立 、 非 住 家 の 損 壊 等 の 被 害 が 発 生 し た 。 こ の よ う に 平 成

26年 も 顕 著 な 気 象 現 象 に よ り 大 き な 災 害 が 発 生 し た 。  

気 象 災 害 は 毎 年 の よ う に 頻 発 し 、 さ ら に 長 期 的 に は 短 時 間 強 雨 の

発 生 回 数 が 増 加 し て い る 状 況 に あ っ て 、 気 象 庁 に は 気 象 の 観 測 や 予

測 の 技 術 を 基 盤 と し た 気 象 防 災 へ の よ り 一 層 の 貢 献 が 求 め ら れ て い

る 。 ス ケ ー ル の 比 較 的 小 さ い 顕 著 現 象 に お け る 数 値 予 報 モ デ ル の 予

測 精 度 は 十 分 と は 言 え ず 、 予 報 担 当 者 に お い て は 、 実 況 監 視 ・ 解 析

に よ り 実 際 の 現 象 を 正 確 に 把 握 し 、 そ れ を 基 に 客 観 予 測 資 料 を 補 正

す る 技 術 力 が 求 め ら れ る 。 こ の 技 術 力 向 上 が 、 地 域 防 災 に 資 す る 適

時 的 確 な 防 災 気 象 情 報 の 提 供 に 結 び つ く 。  

こ の 予 報 技 術 研 修 テ キ ス ト は 、 予 報 担 当 者 の 技 術 力 向 上 を 支 援 す

る た め に 、 予 報 作 業 に お け る 様 々 な 技 術 の 活 用 事 例 を 示 し 、 最 新 技

術 と そ の 活 用 方 法 も 解 説 し て い る 。 今 年 度 の テ キ ス ト で は 、 実 況 解

析 技 術 と 現 象 の 理 解 力 の 向 上 に 重 き を お き 、 総 観 場 と 局 地 気 象 解 析

に つ い て 関 東 甲 信 地 方 の 具 体 例 を 用 い て 解 説 し た 。 ま た 、 平 成 25

年 8月 に 島 根 県 西 部 で 発 生 し た 大 雨 を 取 り 上 げ 、 特 別 警 報 ク ラ ス の

集 中 豪 雨 事 例 に お け る 予 報 作 業 の 具 体 例 を 示 し た 。 新 し い 技 術 や 業

務 と し て 、 地 方 海 上 分 布 予 報 、 高 解 像 度 降 水 ナ ウ キ ャ ス ト 、 降 水 短

時 間 予 報 の 改 善 、 線 状 降 水 帯 発 生 に 関 わ る 研 究 成 果 、 台 風 解 析 作 業

に お け る 軌 道 衛 星 画 像 の 利 用 、 大 気 汚 染 気 象 予 測 モ デ ル に つ い て も

解 説 す る 。  

こ の テ キ ス ト が 多 く の 予 報 担 当 者 に 読 ま れ 、 予 報 作 業 に お け る 技

術 力 向 上 、 特 に 解 析 技 術 と 現 象 の 理 解 力 向 上 に む け た 恒 常 的 な 取 り

組 み や 日 々 の 研 鑽 に 繋 が り 、 技 術 的 な 改 善 が 一 層 図 ら れ る こ と 、 ひ

い て は 防 災 気 象 情 報 の 適 時 的 確 な 運 用 に 繋 が る こ と を 期 待 す る 。  

 

平 成 ２ ７ 年 １ 月  

                 予 報 課 長  海 老 原  智  
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